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美術-環境教育的観点からの材料論の試みⅣ

岡田匡史

※本稿は岡題拙論1（『信州大庭教育掌部紀翁面87号，1996年，pp．13－24．）・II（同紀要，第89号，

　1996年，pp．37－45．）・Ill（同紀要，第90号，1997年，　pp．21－30．）に続く。

照　フラジャルな材料の問題提起

　前章で論じたプレ作晶的活動とは，長期的保存が困難か，あるいは，それを重視しない造

形活動を基本的に指す。活動結果は通常残らない。その場合，筆者が注何したのは，造形物
　　　　　　　　　　　テンポラリティ
の塑造的・仮設網構造と「一時性」である。
　テンポラリティ

　一面性は，造形物の不安定な物理的構造に起因するが，それだけが要因ではない。第2

の要因として，長期設置に耐えない材料側の性質的問題がある。そこで，本章では，「フラジ

ャル：fragilejという概念を提起し，当概念を巡る論考を展開する。以下が，その語義（三〇3）で

ある。

1a備単に壊れ破損する：脆い●細い（frail）

　b．体質的に虚弱な：身体的簡1健さがない

2薄い・細い・弱い（telluous），微細な（slight）

　フラジャルは，①物の材質，②人間（または，生物全般）の体質・健康状態，③存在様態

に関わる語である。特に有機体の生命活動的側面（傷つきやすさ［組織的脆弱さ］，変化の激

しさ，病気・老齢化・死闘）を表す語である。以下に，赤心を列記した（対象：様態）。（a）

生鮮食料晶：傷・腐敗，（b）花・植物：萎える・枯れる（裾色を伴う），（c）木：乾燥過程での伸

縮（形態保持が困難）や材質的劣化，（d）雪・氷：融解，（e）ガラス：破損，（f）皮膚：損傷等。

　　　　　　　　　　　　　　　　　パめマネンス
　上記諸物の性質は，作品の存在様態の不変性（堅牢度・構造的強度）を重視する，伝統的

彫刻観からは当然敬遠・問題視される。しかし，近年，フラジャルな材料を意識的に選ぶ諸

作家が現れ，諸展開が興っている。ゴールズワージーは，当活動領域での主導的作家である。

　自然物はフラジャルな典型的材料である。ゴールズワージーの場合，植物（葉・花びら・
　　トゲ
茎・棘［主に接合用］等）が重要な：位置を占める。彫刻的観点からはマイナス的属性だけが

指摘されるが，物質的堅牢性に固執しなければ，むしろそこから多種多様な美観（色・質感

［艶・輝き・鈍い［曇った3感じetc．Dや材質（薄さ［折る・曲げる・捻る・切る・穴を開

ける等が可能］・軽さ・適度な硬さ・伸縮性・可塑性・吸着性・湿気etc。）や形態・構造的性

質を抽出でき，造形活動に幅広く応用できる。落葉・木の実（ドングリ類）のように大量に

収集できることも，重要な活動条件になる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トゲ　そこで，彼の葉の仕事を見たい。技法については，①葉を敷く，②葉をピン状の物（棘・

松葉・細い竹等）で留める，③葉を石・岩に貼る，の3点が特筆できる。②による作品の様
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態には，（a）地面に置く，（b）諸所を遙うように設置，（c）水面に浮かべる等，諸類型がある。②

の形態・構造は，（a）線・帯（列状・蛇行型・回転構造等），（b）形（円・四角・不定形等），（c）立

体（円錐・巻貝的構造等）に整理できる。

　ところで，草花遊びはフラジャルな植物を使った代表的活動である。ゴールズワージーの

活動には，それと似た側颪がある。しかし，前者は，日用雑器や鳥獣・昆虫類の形姿を模す，

見立て的表現に特色があり，諸技術（結ぶ・縛る・編む等）を駆使し，概して彫刻的である

（管野邦夫［仙台市野草園名誉歩一・川畑豊忠・中平順子諸氏が綱思した，「花牛［イトパ

シ・ウの花，竹の小枝，しっぽ用の草お，「バッタ［ススキの葉，脚用に草の茎］」，「虫かご

［ツバキの葉，松葉］」等を参照（10の）。これに対し，後者は，前記「置く・並べる」という基

礎的手法を軸に線的・平面的に展開する。生け花も類縁的表現だが，構成的側面が強く，ゴ

ールズワージーの活動とは性格を異にしている。

　ゴールズワージーの形態表現には，要素群の形態的凝集という側面，すなわち「ゲシュタ

ルト的働き」が顕著に認められる。葉や花は全体的構造を組織する要素であり，それらを作

家が定めるゲシュタルト規則によって配列構成する。その結果，多様な形（円，帯，有機的

形態，螺旋構造，ジグザグ模様，穫層構造etα）が生ずる。この構成法は簡単であり，学校

教育の指導実践でも有意義な活動展開が期待できる。

　採取後，植物は急速に萎え，また，気温・湿度・日射量・風・雨・水流等の環境的影響を

被るため，作家には限られた時間範囲内でのスピーディーな作業が要請される。だが，その

時間範欄内にだけ現れる，植物の諸種の美的特性を観察・表現するという，特権的課題が同

時に与えられる。中でも特筆すべき特性が，色である。杉村氏が，ナッシュの色彩観に比較

し，「最も（相異が［筆者補記］）顕著なのはその絢欄たる色彩であろうα05）」と記したように，

作品（撮影記録）の色の鮮やかさ・機微や種類の豊富さは，植物ゆえに獲得しえたものであ

る。「ペンポソトの石ダンフリーシャー1991～93年（4点組）」では，岡一の石に四季を特

　　　　　　　　　　　　　　　　　ブナ徴づける4種類の葉（トネリコ［黒紫］，撫［黄緑〕，サイカモアカエデ［濃緑1，ハシバミ［緋

と嚥脂の中間］）が貼られた。「色に従って1列に並べた葉滝口でくるくる回る　大内山村

1991年11月20日」では，集めた落葉を緑・黄緑・黄・燈・赤・濃紅の順番に繋ぎ，次に逆の
　　　　　　　グ　ラ　デ　　シ　ョ　ン
順番に繋いで，色相階調段階が循環するようにした（’06）。また，葉の薄さも魅力的景観を創

造する。「笹の葉岩を縁どる朝日にむかって大内山村1991年11月2胴」では，葉を透過

する陽光，葉が重なった箇所の影の濃さ，周縁に葉を貼った岩の逆光状態に注目してい

るく10η。

　雑草織を実践する前記今和泉は，上記活動に通底する，「一夜限りの布引母親が庭先で採取
　　　　カズラ　　ツル
した草・葛・蔓等を緯糸に織った布」の体験を紹介している。「経糸の間から草は食み出し

緑の瑞々しい布が続きました（108）」と，感動的な活動場面を回顧した。無論，草類はフラジ

ャルである。作者によれば，「その布は，臼に同に黄味を帯び，次第にドライフラワーのよう

な俺びた草となって行きました（109）。」

　植物というフラジャルな材料ゆえに，作品の崩壊・消滅は免れえない。だから，ゴールズ

ワージーは活動結果を必ず写真撮影し記録に残す。その活動は，重さ，堅牢な無機質，パー
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マネソトな設置（不動性・場所［空閥］占有）etc．を柱にした，伝統的彫刻表現に厳しく拮

抗する。造形遊び分野の自然物を使った展開にも，実は同様な事態が内在している訳だが，

一般的な彫刻的範騰にはなかった彼の表現の実質をもう少し考えてみたい。

　伝統的表現観に立てば，永続的記録は美術表現の根幹的課題の1つだということになる。
　　　　　　　　　　　　メディア
絵画は記録性に優れた表現媒体である。キャンヴァスにはモチーフ（客観的事象）・画家の

想像活動（主観的事象）・描画活動（運動的軌跡）・絵具（物質）が記録できる。モチーフの

選択幡が広く，諸ジャンル（人物・静物・風蝕etc．）を形成し，瞬間的場面（ex．ドガの踊

り子連作）や移ろいやすい光景（ex．モネの風景画［積み藁・ポプラ等］）も表現できる。なお，
　　　　　　　　　リプレゼンテ　ション
写真はより即物的（写実的再現が精確）な記録装置であり，複製が可能である。

　それに対し，彫刻はモチーフを同次元の物質として記録しなければならず，諸制約が加わ

る。モチーフは不動である必要がある。また，力学的に無理がある形態・構造やフラジャル

な材料は極力避ける。作品の物理的・化学的堅牢さが表現の優先的基準になり，安定した力

学的構造の実現を図り，材料には石・金属等の無機質や硬質の騰勢を選ぶ。

　そこで，上記両立場に連関する，ゴールズワージーの活動の基本戦略を確認したい。

　第1に，彫刻表現に義務づけられた観がある，作晶の不変的様態を放棄し，フラジャルな

自然物で，壊れやすい形態・構造，または，材料特性・環境的影響により短期間で動き変化

する景観（環境）を構成する。無論，それらは腐ったり壊れたりして，最終的には自然界の

食物連鎖・生化学サイクル（無機質の循環）の中に埋没する。その存在様態は，前記した伝

統的な彫刻的性質の対極に位置し，彫刻表現の限界を破るものである。以下は，彼の方法論

の解説である。

　「自然環境の中で見いだした木葉，木枝，石，土，雪，氷などの天然素材を用いて制作を

　続けてきた彼は，その作品に接着剤などの人工素材はいっさい使いません脚）（2種類の

　枯れ葉の作品：「葉脈の間を裂き松葉で縫合した葉　福井県和泉村　1987年12月2帽」／

　「同題　1987年／2月22臼」参照［筆者補記］）。」

　第2に，活動結果の記録については，前記伝統的表現観の立場を受容し，写真を積極的に

使用する。写真は決定的瞬聞を捕えうるメディアであり，瞬間的な美（ex濡れた葉の色），

数分間で壊れてしまうような脆弱な構造物，仮設的・景観的作品の一時的様態や変容過程を

撮影・記録できる。加えて，フィルムの発色・解像度等が美質を増幅する。よって，写真は

ゴールズワージーの活動に好適なメディアである。作家が納得した最良の状態（活動直後に

既に変容開始）の瞬闘的光景を，鑑賞者は写真を通じ，行動量・制作過程や現地の環境を想

像しながら，経験できる訳である。なお，写真は絵画と違い，活動結果を取り巻く太陽光線

・陰影の微妙な調子や環境的諸要素を難なく再現できる。

　実際の設置作業，そして，記録，ゴールズワージーの活動はこの2軸で構成される。前者

の体験こそ最も本質的な訳だが，植物の瞬間的燃焼の輝き，脱彫刻的とも呼びうるダイナミ

ックな景観的造形を捕えた記録が，植物に潜在する諸種の傾値・可能性を示す側面もまた重

要である。実際的作業が可能な学校教育では，導入段階でゴールズワージーの諸作品の鑑賞

を実施し，感動・驚愕を伴ってインスパイアされた形で，同類的活動に取り組むことを提案
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したい。

　あり触れた植物の諸様相が備える美質の体験は，単なる造形的感動を越えた生命体験的感
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　インパクト
動，また，自然の諸細部に配された創造主の叡智を知るような，衝撃力ある敬匿な感動をも

たらすものである。この点に関連し，中平順子講師（埼玉県蕨市立中央公民館主催・グリー

ンウオッチング［街路植物観察会］）は，「はかない遊びが生態系や環境問題や，本当の豊かさ

といったことまで考えさせる（IH）」と語った。

　堅い竹枝の交錯でできた線構成的領域（主に矩形）に，薄く着肥した紙（他に皮・木等）

を貼る，北山善夫のレリーフ状構築物も，構造的にフラジャルな作品である。また，秋田由
　　　　　　　　　　　　エピソ　ド
利が撮影時の空中分解事故の話を紹介している（l12）ように，保科豊町の凧様の構成物も同類
　　　　　　　　　　　　　　　　　ツガ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニカワ

的構造を備える。使用材料は，細長い栂材・麻紙・墨（接着用［膠が混入Dである。両先
　　　　　　　ツガ
端を鋭く削った栂材を，弧状に曲げながら床・壁に突き刺すようにして固定し，井型の湾曲

面を構成する。そして，そこに麻紙を貼る。軽く簡便な材料を扱う，2活動の方法論を基盤

に，学校教育現場でも多様な展開が図れると思う。

　植物・食品や構造的に弱いEi用品類を直接鋳込み，ブロンズに置き換え，諸品を溶接で組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホウロウ
み立て，最終段階でパティーナ（諸色ある）・磁榔・陽極酸化アルミニウム等で彩色する，

ナンシー・グレイヴスの彫刻にも，フラジャルな物への関心が認められる。作家は，特異な

構成的構造を実現しようと，「ブリッツェル（焼き菓子［筆者補記］），ランプシェイド（紙製

［筆者補記｝），P一プ，ひまわりの花，ぎゅうり，観葉植物の葉，道具，芽キャベツ（1’3＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　イワシ　　　　　　　　ヒョウタン　　サヤ
（他にポテトチップス，七面鳥の骨，鰯，バナナ，瓢箪，葵に入った豆，扇子・団隔，編

物等［筆者補記D」を選ぶ。篠田（イソタヴュアー）は，「それらはたいがい有機的なもので，

朽ちてしまう（11釦と，材質的側面を指摘した。以下は，作家による鋳造工程の解説である。

　「普通は燃えてなくなってしまうものを工場（タリックス［筆者補記Dにもちこんで鋳っ

　て，珪酸アルミニウムの殻を作るんです。その空洞の殻にプロソズを注入する。鋳型は作

　りませんし，したがって複製はないわけですα15）。」

　近年，環境倫理意識が高まる中で，自然物の体験的認識を主題化した題材が多種登場して

きている。関根和子教諭（群馬県高崎市立新高尾小学校［平成6年度当時］）・黛隆善指導主

事（群馬県総合教育センター［同］）による授業実践（協力者：柳周寿枝教諭［高崎市立東部

小学校［関根教諭の前任校1］。対象：同校第3学年）は，当領域の指針的事例である（u6）。近
　　　　　　　　　　　　　　　　　　クズ　　ツル　　　　　ツル
隣で採取した各種霞然物（ススキ聴］・葛［劇・藤［蔓コ・笹・オヒシバ・メヒシバ・ア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クヌギ
レチウリ・エノコログサ・マツヨイグサ［実1・ネムノキ［実〕・櫟［ドングリ］・小枝

E図（Uηに記載Dを使った，工作的活動の展開が柱である。材料への働きかけを重視し，「解体

的な試み（p．16．）」として，15種類の技術（つなげる・切る・編む・巻く・並べる・丸める・

樗料を組む・はがす・結わえる・削る・磨く・積み上げる・束ねる・つるす・ねじる

［図（’王8）の順番に列記］）を挙げた。以下は，関根教諭が，活動傾向を予想・類型化し，各傾

向に含つた支援形態を整理したものであり，同種の活動を試みる際に大変参考になる。

　「枝を中心に集めた子どもの場合は，枝を組み合わせて立体的な造形活動を展開すると予

　下し，材料コーナーにひもや針金を準備する。さらに，立体的な活動空間へのはたらきか
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　けが可能なように，立てる用具及び活動空間を準備する（119）。」

　「小さな花や葉，実を摘んで集める子どもの場合は，手先を使った造形活動が予想される。

　また，平面的な材料が多いので，並べる活動を展開することが予想される。そこで，細か

　い作業が可能な机といすのある活動空間を設定し，材料を並べる厚紙や板を準備す

　る（三20＞。」

　加えて，巽禎子教諭（大阪府岸和田市立山滝中学校［平成6年度当時］）が開発した，キリ

ンソウの茎で箱型の立体構成物を制作する題秘（対象：第3学年）にも注目したい（12’）。当

活動も群生地での採取活動から開始する。感想文の中には，「いっぱい茎に虫がついていまし

た（122）」と，繁茂状態の観察内容を記したものや，「キリンソウは，単なる草だと思っていた

のに，こんなのがっくれるのに驚いた（123）」と，雑草の固定観念の変革（罵新側面の発見）を

記したものがあった。日頃見慣れたキリンソウを諸角度より見直し，多種の潜在的造形性を

抽出するという，材料認識的活動展開（材料レベルに霞立つブラックボックスの解決に連関

［至章参照Dも，当題材が担おうとする課題である。
　　　ワラビ
　因に，蕨の同様に硬質な茎を使った童部勤を，ゴールズワージーが展開している。

総括

　以上，「ブラックボックス（1章）」，「プレ作品（II章）」，「フラジリティ：fragility（lll

章）」をキーワー1ぐに，材料認識（自然認識と基本的に同義）の深化・細緻化をもたらす，諸

種の造形活動形態を取り上げて論じた。ここでは，全3章の論考内容を概観的に総括し，ま

た，諸点を補いたい。

　材料の諸事実を知るには，第1番闘の行動である情報取集（図鑑類での下調べ等）に続き，

（a）土・石類の場合：地層・採掘現場の観察，現地（川原・海岸や土が出る場所等）での採取

（触れる・掘る・運搬する等），（b）植物の場合：植物の観察（五感による諸側面の確認）・採

取，理想的には種撒き・苗植えに始まる栽培，生曹様態の観察，（c）木の場合：雑木林・森等

の散策，木の観察（÷枝を握る，樹皮を撫でる，樹幹を抱擁する等の体感的把握），現地での

採取（枯れ枝・風倒木・間伐材等），理想的には植樹，成長過程の長期的観察を列挙できる。

材料軸の活動展開が種類豊富であるに越したことはない。記した諸活動を造形活動の基層に

位置づけることで，ブラックボックス（材料認識が希薄化［最悪の場合，欠落コした状態）

の抜本的改善が図れる。また同時に，自然を詳細・広範に知ることができる。

　ところで，採取した材料は二度と回復されない。採取活勤には資源浪費的な動機が隠され

ているのである。したがって，採取活動で身につく材料体験は，単に綱作活動に収擁せずに，

材料環境の管理・保全を学ぶ体験に昇華され，材料（＝自然資源）に対する環境倫理的意識

を啓培する機能を備えなけれぽならない。調和ある自然利用法の体得も，材料体験を基盤に

した学習課題である。「熊笹や，灌木，棘草の生茂った中をかき分けながら（124）」，藤布（原始

　　　　　　　　　　　　　　フジヅル
繊維織物の1つ）の材料である藤蔓を採取する，光野タメ氏（京都府筥津市上世麗在住）の，

「細い若い藤はむやみに取らず，3年ほどしてからまた取りにごようという心雇い（125）」の
　　　モ　　ラ　ル
ような倫理観を，児童・生徒の内側にも養いたいものである。
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　さて，材料認識・環境倫理観を育む，エコロジカルな造形活動を推進しようとする場合，

美術教育領域でしぼしぽその弊害的側壁が指摘されてきた，作平（罵結果）主義の脱却が課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プロセス
題となる。脱却の道筋・段階を図解すれぽ，「結果偏重→過程に還る→材料に遡る」となろう。

この流れ図は，「作品（物質側）→営み（人間側）」と書き換えることが可能である。作晶を巡

る形式的概念（色・形・様式等）も確かに重要だが，造形活動の本質的側衝は，作品にでは

なく，作品を現しめた営み自体にある。営みは，直観・知的認識・技術・肉体的労働等が複

雑に相絡まる，動的な内部構造をもち，また，材料や場所（主に自然環境）が備える諸性質
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メチエ　　ウイズダム
に適用しながら柔軟に発想する，協調的働きかけを中心軸にもつ。営みは練達と智慧を育

てる。因に，幼児の遊び的造形全般は営み的実質を有し（換言すれぽ，記録・保存的処置へ

の執着が希薄），幼児は諸種の造彩活動を経験しながら，現実世界の諸相を学んでいく。本論

では，この営みを「プレ作品」という概念で捉えた訳である。

　轡型，人工物（製品類）が現実世界の主要構成要素になった点を鑑み，プレ作品的活動の

対象督料を諸製品（基本的にはゴミ・廃棄物の類）にまで拡張した。人工物の材料は無論自

然資源であり，広義には自然物だが，実際は諸処置が施された製品類から自然的性質を把握

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　フイス
するのは困難である。しかし，造形的観点より人工物の複雑・多様な形態・表面・サイズ
　　　　　　　　　　　　　　アナロジ　
等に注目し，そこに自然物との類縁性を見出だすことで，人工物の造形的体験も重視したい。

そこで体得しえた方法論は，自然物を使った造形活動に幅広く適用できる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴァリエ　ション
　作晶を離れ，営みに重点を置くようになれぽ，蚤然，造形材料の種　類が増え，表現様式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プラス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マイナス
面の拡大も同時に起きる。営みの場合には，＋の創造的活動の進展過程で現れる，一の衰滅

・崩壊過程を排除しない。その点が重要である。よって，性質・構造がフラジャルで，美的

様態の保存期間が限られている，花・葉・雑草等の植物であっても，大胆な材料化を可能に

する。

　ただし，植物は伝統的彫刻観にそぐわない。伝統的彫亥飛騨では，作品の建築的強度・堅牢

性を土台にする永遠的存続を第一義回するからである。だが，元来，物でできた世界は，た
　　　　　　メインテナンス
とえ徹底した維持管理を実施し続けたとしても，十年・百年目千年という長い時間範囲では，

漸次的に衰滅・崩壊に向かう。それを断固阻止しようと諸策を尽くす態度には，偶像礼拝的

側面（物への過度の執着），また，環境問題を生んだ人間側の論理，人間中心主義が認められ

る。ルバート・マーチィンは，この問題に触れ，「石や鉄のようなもっとも永続性のある素鯵

でさえ，風雨にさらされると浸食されたり亀裂が入ったりする。それゆえ，最良の作型とは，

素材，規模，位置の選択において，場所は物よりも重要であること，そしていかなる介入も

最良の場合で半永久的なものでしかないことを認識しているような，そういう作品であ

る（126）」と記した。

　関連的側面をもつ文化財の酸性雨被害には，（a＞産業活動に起因する汚染物質が文化財に破

壊的損傷を与える（：人間の責任問題），（b）物は環境的諸影響を被る過程で必ず滅びる（：物の

価値づけ［物翻），という二重の問題提起が確認できる。

　伝統的彫刻観には，保存のために自然法則に抗って物質特性を制御・管理しようとする，

人閥中心主義が内在する。当価値観に対し，作品様態が瞬間的・一疇的に保たれた後，自然
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　インパクト
に還る，植物等でできたフラジャルな造形物は，強い衝撃力をもって迫る。それは，第1に，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　のマテリアル
色の機微・鮮やかさ，多種の配色・装飾模様的アレンジ，生材料の諸性質（柔らかさ・し

なやかさ・瑞々しさ等）といった材質的圃有性，第2に，第1の諸性質が拡大させる造形的

可能性，第3に，残すことを第一義尽しない造形観において，ラジカルだと書える。

　加えて，特記すべき第4のラジカルな局面として，自然認識，特に自然愛護的精神の漉養

が挙げられる。

　環境論考の中には，資源横奪的行為の非道徳性を批判する観点から，自然に一切接触しな

いことが理想だと説く者もいるが，傍観者的立場で自然を眺望していても厚みある自然認識

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツルは得られず，やはり雑草を抜く・葉をむしる・蔓を切る等の能動的働きかけ・具体的体験が

必要である（12η。

　無論，植物の大規模な採取は，資源搾取的・自然環境破壊的活動に近づくのであるから，

調和的・良識的活動を促す指導が必要である。当活動で環境教育的観点より錯視すべき点と

は，自然物のフラジリティと美は表裏一体的関係にあるという理解，解りやすく雷えば，自

然（諸生物・景観）が美しいのは性質・構造的に脆弱だからだという認識である。その認識，

すなわち，審美観と愛護観が統念された自然観は，自然に対し実験精神旺盛な態度で一見破

壊的に働きかける，諸種の造形活動により，言わば逆説的に構築される。時に激しくもある

造形活動が，かえって自然を慈しみ愛護するエコロジカルな基本精神を育むことになる。葛

藤・衝突等の試練が，相手の価値観・人格的諸側面を知り，相手を理解し愛する上での重要

な契機となる，人間関係の原理と同じ原理が，そこには観察できる。

　自然を知る諸通路を備えた材料体験は，美術一環境教育の基層的活動を意味する。この材

料体験を重視する授業実践と共に，材料を基軸に既存諸範購の活動全般を見直し，環境教育

的観点より新たな価値ある活動様態（具体的には題材）を講想・提起していくことが，美術

教育の再構築・再編成（環境教育化）を結果的に促すことになる。

　なお，序で，本論では材料論を試みると記したが，「既存諸範購の材料→プレ作品（造形活

動の営み的側面）→フラジャルな材料」という論の流れの中で，実は作品観の解体に関わる

表現様式論を伏線的に扱っていたことが解ってきた。当主題の論考を今後の課題にしたい。
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